


1986年（昭和61年）に、エース工機が開発したセラミック製エースフィルターは、セラミックの特性を
活かした抜群の防火性能と高い油脂除去率を実現しており、多くのユーザー様からご愛用頂いております。
また、1993年（平成５年）５月に除去装置（グリスフィルター）の技術基準が改定されましたが、セラミック
という素材に着目し商品として確立するために果たした役割は、長年にわたるエース工機の努力が結実した
画期的なものと言えるでしょう。
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